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生理活性物質化学研究グループ M2 の斉藤悠晟です。僕は台湾国立成功大学の Institute of Tropical Plant 
Sciences and Microbiology (ITPM)という研究科に半年間交換留学しました。もともと 2021 年の夏から一年
間の留学予定でしたが、コロナウイルスの影響により半年間延期しました。留学を志して以降の体験について、
以下に記載致します。 

 
① 留学に至るまで 
B3 の夏に台北で行われた台湾と日本の学生交流会に参加した時、台湾の方々のホスピタリティや台湾の観光地
としての楽しさを体感しました。また、台湾に留学している日本の大学生が生き生きとしている様子を見、うら
やましいと純粋に感じました。それを機に台湾への留学を志すようになりました。中国語の勉強過程で、中国で
も良いなと思うようになりましたが、当時大阪府立大学の協定校として、台湾に成功大学、淡江大学、台湾師範
大学、中国に華東理工大学があり、4 校中、僕の専攻である天然物化学に近い学問が学べるのは成功大学のみで
あったため、本校への交換留学を志望するようになりました。台湾にはトップ４の国立大学群があり、成功大学
はうち 1 校に数えられる大規模総合大学であるため、この環境は僕にとっても良いものであるとも考えていまし
た。僕は英語の勉強に前向きではなかったため、当時既に取得していた TOEIC の成績で基準を満たす学科に行
きたいと考えていました。ITPM は数少ない TOEFL や IELTS を要せず、TOEIC 750 程度が要件だったため、
ITPM にしました。専門分野としても最も親和性があり非常にラッキーでした。その他の準備として、中国語能
力検定に当たる HSK を取得しました。成功大学側としては応募資格に定めていませんでしたが、国際交流課様
から４級以上は欲しいという風に伺ったので、とりあえず５級だけ取得しました。ITPM は募集枠が１人だった
こともあり、できることは全てやっておこうと考えて、志望理由書や研究計画書、卒業論文などは全て中国語・
繁体字で記述・提出しました。 
 
② 留学準備～成功大学入寮 
半年間のオンライン留学では、僕は 1 つの授業のみ、履修しました。次の学期もオンライン留学を覚悟していま
したが、秋学期が始まる 1 カ月半前に突然、8 月から台湾への入境が許可された旨のメールが送られてきました。
僅か 1 カ月程の準備期間でしたが、成功大学側も諸々の手続きを急いで進めてくださいました。入境許可の取得
に最低８日間かかるところを、僕のフライト予定日が７日後であることを伝えると、フライト日の前日に間に合
わせてくれました。かなりメール上でやりとりをし、要望がある場合は遠慮なく伝えていました。無事に入境出
来て以降は合計８日間の隔離がありました。隔離生活中、特に困ることはなく、却って新鮮な経験ができました。
入寮に関しても特に面倒はなかったので印象は薄いです。 
 
③ 留学生活 
成功大学が所在する台南は田舎だと聞き、生活の利便性に不安を感じていましたが、実際は特に大学近辺での生
活に不便はありませんでした。僕は留学中は研究室に所属せず、好きな授業を受講することにしました。シラバ
スを比較し、面白そうな授業を選び履修しました。 
１．授業や教員 
授業を通しての全体的な印象として、教員と学生の距離が非常に近く、教員が非常に熱心であることです。研究
所に挨拶しに行った際、教員が嬉々として僕を連れて多くの教員を紹介してくださったのですが、柚子や月餅、
台南付近のカフェをまとめたパンフレットなどをくださりました。研究所長とも１時間近く立ち話しました。他
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に、教授と学生らが車を運転して一緒にコストコに買い物に行くなどしていました。僕が日本で教員らと飲みに
行ったことがないことを言うと仲の悪さに驚かれました。また、授業の雰囲気について、教員と学生は授業ごと
に LINE グループを作成し、教員は授業に関するお知らせを LINE グループで共有し、学生は LINE 上で教員に
対してラフに質問するなどしていました。印象的な出来事として、宿題のある部分に対して複数の学生が質問し
た時に、教員が臨時にオンラインミーティングを開設し、解説したことがありました。 
２．日常生活 
留学は不慣れなことが多いですが、成功大学から Facebook 経由で交換留学生の LINE グループが作成されます。
毎日誰かしらが質問したりご飯や遊びの誘いをしたりしており、初期の情報収集や友達作りに困ることはありま
せんでした。また、自転車をはじめとした生活物品や教科書なども Facebook 上で成功大学生の物品売買のコミ
ュニティがあり、非常に便利だと感じました。また、食事に関してですが、僕が滞在していた寮では部屋周辺に
キッチンや食堂が無かったので、毎食外食でした。中国語に関しては、僕が今まで練習してきた日常会話以外に
も、台湾南部に特に強い台語(Taiwanese)を聞くことができ、非常に楽しかったです。方言やスラングを学ぶと
より現地で生活している意義を感じられるので、台南で学生生活を送ることの大きなメリットだと僕は感じまし
た。 
３．娯楽 
留学開始当初は現地に友達を作ることが難しかったこともあり、他の交換留学生とずっと遊んでいました。ほぼ
毎週末ナイトクラブや高雄など近辺に遊びに行っていました。開校して 3 週間程で日本でいう部活・サークルの
新歓イベントが開催され、僕は複数のコミュニティに所属しました。僕はダンス部で留学生活の半分以上の思い
出を作ることができました。後半は夜遅くまでダンスの練習をし、一緒に夜食を食べに行き、夜中２時過ぎに帰
宅するという生活を毎日していました。なお、それ以外にバーテンディング部、台日交流会、ベジタリアン食同
好会（適切な訳ではないです）、国際学生団体などにも所属していました。幹部の力量や運などにも依存するとは
思いますが、コンテンツだけを見ると正直日本のサークルの方が楽しい気がします。僕の台湾人の友達や、他の
交換留学生も、いずれのコミュニティにも参加しなかった人が多かったです。 
 
 
④ 留学を通して 
留学や海外経験を機に、人生観や対人関係における価値観が大きく変わるということはよく聞きますが、納得す
るほどに、海外に目を向けて初めて経験する人との価値観のギャップは大きかったです。政治や文化、他人に対
する好奇心と行動力を兼備する諸外国学生の姿を見て、驚き、感心しました。自身がいかに閉塞的なコミュニテ
ィだけで生活をしてきたかを知ることができました。また、英語の重要性と、自身の英語力の低さにも気付かさ
れました。入寮日の夜に交換留学生で集まり夕飯を取ったのですが、相手の出身国さえまともに聞き取れない自
分のリスニング力に驚きました。何人かは「ゆっくり話した方がいい？」という風に聞いてくれましたが、僕は
その気遣いの言葉すら２回ほど聞き返しました。留学開始の９月は、初めの２週間は全てオンライン授業、部活・
サークルなどの入会は９月末だったため、台湾人と知り合う機会が少なかったです。そのため、交換留学生と円
滑にコミュニケーションがとれないことは非常にストレスフルで、「今までなぜ英語を学んでこなかったんだ」
と何度も痛感しました。英語は世界共通言語であり、大学生で一定の英語を話せることは当然であるべきだと、
気が付きました。以降聞くに堪えない下手な英語でコミュニケーションを図り続ける訳で、恥をかくことや気ま
ずくなることも多々経験しました。本当に良い経験になりましたし、今後の英語学習のモチベーションにもなり
ました。また、この留学を契機に、将来のキャリアについて、グローバルビジネスへの関心がより強くなりまし
た。自分の人生を豊かにする物事はたくさんあり、それは人によって千差万別だと思いますが、少なくとも僕に
とっては常に新しい発見や刺激を得続けることにあり、それが海外に目を向けることで実現できることを確信し
ました。また、僕のように国際交流に関心を持つ学生が増えることは非常に良いことだと考え、留学前まで参加
していた日中交流団体の活動などにも、今後も積極的に参画していきたいと思うようになりました。また、台湾
が好きになったきっかけの１つである現地人のホスピタリティですが、半年間を通して何度も痛感し、現在は更
に強い印象を持っています。頻繁に遊びに誘ってくれる友達、僕の退寮以降に家に住まわせてくれた友達、台湾
一周という夢を実現させてくれた友達、本当にありがたかったです。そして、僕が帰国すると聞き、多くの友達
から手紙やプレゼントを頂きました。何度も感動しました。台湾でめぐり合った友達には感謝してもしきれませ
ん。 
僕は留学に懸ける想いが元より強かったこともありますが、留学をして本当にして良かったと思います。留学に
至るまでに VISA や保険、渡航、隔離ホテルなど、多額の費用と手間暇がかかりました。留学中は毎食外食で、
生活用品を一から揃えることが多く、円安の影響もありますが非常にお金がかかりました。カード上の問題で、
ATM でキャッシングができないことに気が付き、数日間ほぼお金のない状況で生活をすることもありました。ま
た僕の場合は 24 卒として就活が盛り上がっている時期に留学していたため、就活への不安なども時に感じるこ
とがありました。その中でも、僕は留学生活中は留学生活を充実させることだけに時間とお金を厭わずに割くと
いう風に決め、密度濃い時間を過ごすことができました。留学無しでは絶対に経験し得ないこと、学べないこと
が沢山あり、その存在にさえ留学して初めて気が付きました。僕は留学をして本当に良かったと思います。僕の
留学を全面的にサポートしてくださった国際交流課様や、留学資金を支援してくださった大学や JASSO 様、そ
の他機構様に対し、感謝申し上げます。 
 
 
 
 
 


